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小平桂一氏インタビューの第10回です．前回まではすばるについて，コミュニティでの議論の
段階から建設・完成まで，4回にわたって一通りお話していただきました．国立天文台長時代には
すばるのほかにもVERAの建設が始まり，ALMAについては基本的な構想を練り国際協調の道を
探る重要な時期でした．今回はこれらのトピックについてもお話ししていただくとともに，退任の
頃についても伺います．

●大学共同利用機関

高橋：前回はすばるの完成までのお話をしていた
だきました．小平さんが台長だった時代にはすば
る建設のほかにもいろいろあったと思うのです
が，その前に少し時系列を遡りまして，まず国立
天文台になってからの体制についてお話しくださ
い．1988年に東京天文台が国立天文台に改組し
て大学共同利用機関になったわけですが，だいぶ
体制が変わるわけですよね？
小平：運営の仕方としてはまず台内教授会ってい
うのがあるんですよね．前は教授会っていうとほ
とんど部長会みたいなものだったのが，大学共同
利用機関になってからは教授会の上に運営会議だ
とか評議会とかできたものだから，台内の連中が
いろいろ議論できるところっていうんで台内教授
会っていうのができた．それには助教授も出られ
ることになったんです．だからこの台内教授会っ
ていうのは助教授も加わってかなり自由にいろん
な意見を言う場になって，結局は何を決めたかっ
ていうと，観測所長だとか，それから光学赤外線
天文学研究系とか電波天文学研究系とかいう研究
系がずらっとあるわけですけど，そういうところ

の主幹を誰がするかとか，そういう要するに台内
的なアドミニストレーションを動かすためのアサ
インメントをこの台内教授会でだいたいやって
ね．
それで人事は全部公募制になって，これは運営
会議っていうところで議論しました．運営会議は
20人くらいで半分の10人くらいが台外の委員で
いろんな大学から入っていて，台内教授会の方か
ら新しく取れたポストを公募したい，これこれこ
ういうことで教授または助教授を採りたいってい
う原案をあげると，運営会議であれこれ議論をし
て，それで公募にしましょうって決めるわけで
す．
高橋：台外からも参加するわけですね．
小平：それで運営会議議長っていうのはだいたい
副台長にあたる人がやってて，僕が台長だったと
きは観山（正見）さんだったけど，もし半々で意
見が割れるようなことがあると，21人目はその副
台長の格の人が判断しなくちゃいけないというよ
うなことでしたね．まああんまり対立するような
ことはなかったですけどね．だからまあ大学共同
利用機関になってからの人事っていうのは，割合
フェアにいったと思いますね．ただ前にも言った

シリーズ：天文学者たちの昭和



 天文月報　2022年 8月524

ように，すばるでついたポストについては，公募
をするわけですけど，外国から引き戻したい人が
あるとその人に頼んで応募しといてもらって，選
考段階でいろいろ事情を説明したりしていまし
た．否決されたってことはあんまりなかったよう
な気がしますね．それからいろんな大学から新し
い人が入ってきて，特に理論なんかは観山さんだ
とかね．それから赤外関係の人がずいぶん入って
きた．まあそんな感じで人事っていうのはまあう
まくいったんじゃないかと思うんですけど，ええ．
高橋：東京天文台の頃は人事の公募はしてなかっ
たんですよね？
小平：してなかったと思いますね．僕がドイツか
ら呼ばれて戻ってきたときなんかも，「今戻って
くれば1つ口があるから」とかって言われて，そ
れで急遽戻っただけで応募書類も何にも出してま
せんからね．だからたぶん部長会の推薦みたいな
ことで話が動いてたんじゃないでしょうか．
高橋：じゃあもうほぼ東大出身者っていう感じで
すか？
小平：だいたいまあ人の供給元としては東大か京
大か東北大しかなかったわけですよ，その頃天文
をやってるところはね．理論物理系はほかにも
あったけれど，そんなに分野を超えて人が動くっ
てことはなかったですから，そのどれかから人を

採るっていう感じでしたね．
高橋： 東北とか京都からも採っていたわけです
か？
小平：東北は水沢の緯度観測所と東京天文台に人
を供給して，野辺山観測所のときには名古屋大学
から人がきましたよね．東京天文台時代に京都か
らきてた人はいるかなあ…．
高橋：寿岳（潤）さんは京都大学出身ですよね．
小平：寿岳さんは京都出身なんだけどアメリカに
ずっと出てて，それで岡山の188 cm望遠鏡がで
きて，本格的な観測をする人がいないと困るって
いうんで寿岳さんを呼んだんですね．すばるのと
きに僕が外国から人を呼んだのと同じようなモチ
ベーションで．だから僕が就職したときには寿岳
さんがおられたね．それ以外は京都出身者はいな
かったかもしれないですね．だから東大が主です
よね．今は理学部の天文教室でも国立天文台でも
ほかからきた人がいっぱいいますけど，東京天文
台時代は少なかったと思いますね．だいたい全国
で天文やってる人の数が少なかったから，そう
なってたんですよね．
高橋： すばるのお金がついたときに，毎年1講
座，5人増えていくみたいな話があったじゃない
ですか．そんなに増えて人材が足りなくなったり
はしなかったんですか？
小平：天文だけではとても足らないですよね，う
ん．ですからこの前も話しましたけど，京都大学
とか名古屋大学とかの赤外の人達，それから高エ
ネルギー物理の検出器をやってた人だとかね，た
くさんのデータ量を速く処理するようなことを
やってた人とかそういう人達にもきてもらったん
です．それから電波は野辺山45 m電波望遠鏡が
1980年にできていましたからね．だから海部（宣
男）さんだとか近田（義広）君だとか，林左絵子
さん，林正彦さんとか，電波にいた人をずいぶん
もらったわけですよ．その分，電波が若い人を採
用できたわけです．
高橋：電波で物を作った経験のある人を呼んでき

写真1 岡山観測所職員懇談会風景．観測所職員を
前に小平台長，左：観山正見企画調整主幹，
右：前原英夫観測所長（小平桂一氏提供）．
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たわけですね．
小平：そうですね．それで今ALMAで活躍して
る人の中には，すばるでハワイにいた人がチリへ
行ってるという人もいますからね．
高橋：すばるで経験を積んだ人が今度はALMA
に．
小平：まあその外国経験だとか，ソフトウェアの
開発とか，データプロセッシングとかやってます
からね．だから東京天文台時代ってのは本当に蛸
壺っていうか，それぞれの業務を抱えてる部門が
あってっていう感じだったのが，岡山ができ木曽
ができ野辺山ができっていうようなそういうサイ
クルの中でずいぶん変わっていきました．だけど
やっぱり大学共同利用機関になって，すばるが動
き出してからずいぶん変わったと思いますね，え
え．大学共同利用機関としてすばるが育っていく
中で，だんだん全国的にいろんな大学に天文関係
の講座が増えてきましたね．
高橋：そこでだいぶ近代化したわけですね，組織
として．
小平： ええ．東京天文台を国立化して近代化せ
よっていうのは，各大学からもそういうニーズが
もちろんありましたけど，天文学科を持ってる大
学自身が少なかったわけですから，だからそれが
表立った格好で大学共同利用機関の設立を全国で
推進したって格好とは僕は認識してないんですよ
ね．第二次臨時行政調査会でもって水沢がもう廃
止に追い込まれるっていう事情があって，それと
まあすばるを海外に作るっていうんで，文部省と
してはいいチャンスだった．それから宇宙研や高
エネルギー研なんかの大型施設を作るところは大
学共同利用機関にすでになってましたからね．そ
れで宇宙研にはその種になる東大の宇宙航空研究
所があって，高エネルギー研にも東大の核研（原
子核研究所）があって．そういう意味で国立天文
台を作るのに東京天文台だけが元になってもよ
かったけれども，水沢って国立機関が臨時行政改
革調査会でとりあげられてたんで，まあ渡りに船

みたいなところがあったんですね．
高橋：では大学共同利用機関になって評議会もで
きたということですね．
小平：評議会っていうのはまあ天文台の大きな方
針みたいなことを議論するので，観測所の新しい
設置だとか廃止だとか，大きな予算要求だとかそ
ういうのを決める．まあ評議会っていうのも外部
がほとんどだったのかなあ，外部が半分以上だと
思いますよ．それで評議会には台長選挙に責任が
あるんですね．当時はどんなメンバーだったかと
いうと，小田稔さんだとかそれから宇宙研の所長
さんとか，他の大学共同利用機関の長の方とか，
いろんな大学の理学部長さんだとかね．20人だ
とか15人だとかそういう人数だったと思うんで
すけど，台内からは3分の1くらいが入ってたん
じゃないでしょうか．要するにある種の法人と同
じような構造ですから．評議会のメンバーは最後
文部省が認可するんですよね．
高橋：へえ～，そうなんですか．
小平：だから今思うとその大学共同利用機関のこ
のへんの仕組みっていうのは，大学がその後
2004年に法人化されますよね，その法人化され
た大学の体制と似たような感じですね．だから今
は評議会があって，それから経営協議会がありま
すよね．学内は学内でまあいろんなことをやるけ
れど，学長選挙なんかも大学によっていろいろ
で，まあ投票はやるけどそれは参考意見だってい
う感じでしょ．それと似たような感じだったと思
いますよね．
高橋：東京天文台の頃は台長は選挙で決めてたん
ですよね．
小平：選挙だけど部長会の選挙ですよね．もうヒ
ラの教授とか助教授なんていうのはほとんど権限
がなくて．
高橋：じゃあ東京天文台の時は部長会が一番上に
あって，その下に教授会ということですか？
小平：うーん，教授会っていうのはあったような
なかったような…．
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高橋：そうなんですか？
小平：なんかの将来計画を議論するだとか，そう
いう委員会的な教授の会はあったけれど，教授
会って，なかったような気がしますよねえ．それ
は僕がぼんやりしてたからかもしれないけれど，
東京天文台は非常に現業的な仕組みで，要するに
大学とはだいぶ違って各部局があってそこが事業
をやってるわけね．その事業の部長さんが集まっ
てまあ議論して社長さんを決めたりしてるような
もので，各部の課長さんクラスが社長を決めるの
になんか言うっていうようなことはほとんどな
かったですよね．それは課長が部長に話すと部長
がそれを含めて部長会で発言するってことだと思
うんですけどね．
高橋：じゃあ国立天文台になってだいぶがらりと
変わったわけですね．
小平：それはもうがらりと変わりました，ええ．
だから台内教授会なんかは延々といろんな意見が
出て，なかなか収束しないってこともありました
よね．
高橋：それはやっぱり台内では広く意見が聞ける
ので評判がよかったんですか？
小平： まあ悪いってことはなかったと思います
ね．ともかく意見を言える場は開かれましたか
ら，それはよかったと思いますよ．
高橋：じゃあ東京天文台の時は教授といえどもそ
の部長会議に入ってなかったら，もう全然意見が
言えないわけですね．
小平： うん．まあだけどその頃は何でしょうね
え，人脈というかスクールっていうかそういうの
がつながってますから，同じ部の中にいて部長さ
んと部長をやってない教授の人っていうのは，ま
あ割合ツーカーでっていうような人たちだったと
いう気はしますけどね．あるいは先生とお弟子さ
んだったりね．公募で外からボンっと入ってく
るっていうようなことは，あんまり起こらないシ
ステムでしたからね．
それで大学共同利用機関になってあと少し変

わったのは，それまでの大学共同利用機関は総研
大を作ってたわけですよ．僕は後にその学長を
やったんだけども，大学共同利用機関になると総
研大に入るか入らないかっていう議論がだいぶ
あったわけです．それで他の大学共同利用機関は
みんな入ってるからまあ国立天文台も入るってこ
とになって．東京天文台時代には東大理学部の併
任をしてた人達がいたわけですが，東大併任の先
生が持ってる東大の学生と，それから総研大で募
集する学生と二重になった．それで天文台の中に
総研大の学生室を作ったりしたんです．僕はです
ね，東大併任のままでずうっときてたんですが，
台長になると自然に総研大の天文科学専攻の専攻
長をやらないといけない．だから台長になってか
ら，1997年に僕は東大を定年になるんですけど，
それまでの3年くらいは両方をやってたんです
よ．
高橋：台長も東大と併任できるんですね．
小平：うーん，台長としてはいけないのじゃない
かしらね．だから教育者，教授としては東大理学
部の併任になっていて．その頃はね，台長ってい
うのは教授でもあったと思うんですよ．法人化さ
れてからは，たぶん教授はだめなんですよね．理
事長なんですよ，あれは．だから法人化された後
の学長さんとか台長は，教授を捨てて理事長をや
らないといけないわけですね．その当時はまだ国
立天文台は国の機関なわけで，台長っていう仕事
はやるけれど教授のままでよかったんだと思うん
ですよね．ですから教授としては東大理学部併任
でしかも総研大天文科学専攻の専攻長っていうの
をやらされてたんですよね．だからその東大の教
育と総研大の教育というので二重になった．
それからあとは大学共同利用機関になって技術
部っていうのができたんですよね．いろんな研究
系と並んで技術部というのができたんですが，そ
れまで技術系職員というのは事務職の一部で，係
長なんかになかなかなれなくて給料が上がらない
んですよ．というのは技術部っていうのはそれま
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で暦の計算なんかをやる技術女性職員が大多数
だったからね．それで技術部ができて処遇改善に
なるって言ってたんだけど，結局技術部長は教授
の人が併任して，技術系の男子職員が課長になっ
たり助教授クラスの人が課長を併任したりってい
うことでね．僕が台長のときは技術部の平職員っ
ていうかたくさん女性の職員が東京天文台から引
き継がれていたわけですね．でももう計算機を回
して暦の計算をするなんてのはなくなってきて，
それぞれ新しい仕事をやってたんです．当時の僕
から見ても，そうやってずうっと仕事をしてきた
人たちがこんな処遇でいいのかなと思うようなこ
とがあってですね，その改善に僕はだいぶ力を入
れたんだけど，事務からはだいぶ嫌味いわれまし
たよね，叱られたりして．
高橋：そうなんですか．
小平：うん．最後に1人くらいは女性のそういう
人を課長さんにしてあげることができましたけど
ね．まあ台長になる前後のところまではそんな調
子ですね．

●台長としての仕事

高橋：では台長時代に戻りまして，すばる以外で
はどんなことがありましたか？
小平：そのころにね，シューメーカー・レビー彗
星が木星に衝突したっていうのが1994年，僕が
台長になって間もないころで，それがもう日本中
のテレビ，ニュースやなんかを独占してましたか
ら，天文の予算要求はすごく楽だったんですよ．
高橋：ちょうど台長になった年なんですね．
小平：それと私の次女の桂子アネットっていうの
が，日本で初めて女性でスポーツキャスターを
やったんですよね．ニュースの後に必ずスポーツ
がありますよね．うちの娘は別にNHKの人間で
もなんでもなかったんだけれど，NHKが衛星放
送を始めたときに衛星放送の威力を見せるってい
うんで，スイスのマッターホルンで100人くらい
の人が登頂するっていうスイスの行事を生中継す

るっていうのがあったんです．それに田部井淳子
さんっていう女性登山家を派遣するんだけど，そ
れに付き合うキャスターが必要で，だれかドイツ
語と日本語と英語ができて山登りとかスポーツが
得意な人いないかっていってNHKが探してたん
です．そしたらたまたま家内が国際放送にいたも
んで相談がきて，でまあ次女が結構スポーティな
ものだから，行ってもらえないかということに
なって派遣された．その時のディレクターが気に
入ってくれて，ちょっと変わり種として女性のス
ポーツキャスターを立ててみようっていう話に
なって，それでその1991年だかにやったらすご
く評判がよくて，ええ．だから僕くらいから上の
年代の人っていうのは，みんな日本中その娘のこ
とを知ってるんです．だけど娘は別にそれが本職
でもなかったですからね，7時のニュースでやっ
て，その後11時のニュースでやった後，教育テ
レビでしばらく頼まれてやってたけど，すばるが
完成した直後くらいにリタイアしてソーシャル
ワーカーの本来の仕事をやってます．
だからね，僕はすばるの話で講演を頼まれて広
島だとか岡山だとか行くと，だいたい「ああ，こ
の人が桂子アネットさんのお父さんなんです
か」って（笑）．文部省でも皆さん僕のことは初
対面だけど桂子のことはよく知ってるんです．テ
レビで毎週見てるものだから．それで文部省で月
に1回くらいかな，ランチトークっていうかお昼
休みの時間に省内の人を集めて話を聞かせるのが
あって，それにも呼ばれて行ったりしたからね，
その頃の予算取りは，額そのものは別として，天
文の重要性だとかなんとか説明する必要はほとん
どなかったですね．だからそれはありがたくて．
高橋：そういう天文現象があったりして，国民の
興味があってっていうのはやっぱり重要なんです
かね．
小平：まあそれは文部省も大蔵省へ行ってお金を
取るときにはやっぱり重要なんでしょうね．だか
らすばるははじめは8年で完成するはずだったの
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が，実際は 1991年から 1999年だから 1年延び
ちゃったんですよね．1991年に着工してやっぱ
り当初の計画では窮屈すぎるから1年延ばせって
言われて1年延ばしたんですけど，要求した予算
はほとんどそのままついたんですね．だから台長
やっててすばるの予算で苦労したってことはなく
てですね．文部省にはしょっちゅう呼ばれて行っ
たんですが，午前中の天文台での会議が終わると
おにぎりを持って官用車に乗って文部省へ行くん
だけど，その途中でおにぎりを食べてっていう，
そういうスケジュールで何度も行きましたけど
ね．
その頃の予算要求は，まあすばるが主でしたけ
ど，すばるが走り出して終わりの頃には，電波の
VERA（VLBI Exploration of Radio Astrometry）
がありましたよね．あとはやっぱりすばるが走り
出すっていうんで，スクラップアンドビルドで堂
平を廃止する．それから乗鞍のコロナ観測所，今
はもう廃止になりましたけど，第一段階として冬
は完全に閉めるっていうのをやったんですね．そ
れまでは冬の間，5, 6人が冬ごもりで山の上で望
遠鏡を守ってたんですよね．それはいかにも無理
だっていうんで，2年くらい冬の間に無人になっ
たときの状態をシミュレートしてデータを取っ
て，でまあ大丈夫だろうっていうんで冬は完全に
シャットダウンして，春にヘリコプターで資材を
上げるっていうのをやったんです．結構古い観測
所の場合には，設置するときにやっぱり地元の理
解が必要なんでね，無為に閉鎖できない．まあ天
文台長をしていたころに，すばるの予算取りより
はむしろそういう方がなんか気を使いましたね．
あとは組合交渉があって，東大の組合ってのは
まあ結構大きくて，天文台にもオーガナイザー，
オルグがきていろいろ天文台の組合を刺激したり
して，天文台の組合って強かった．古在さんも組
合員だったんですよ．それで僕は組合員じゃな
かったけれど，僕が台長のころはイデオロギッ
シュな戦いっていうのはほとんどなくて，技官職

の人たちの処遇をもっとよくしろとかいう交渉
で，それは僕は前から自分でもそう思ってたから
ね．困ったのは，なんかその頃から国立機関は日
の丸を揚げろとかいうね．常時日の丸を出してる
公官庁もありますけども，大学とか大学共同利用
機関に終戦記念日の8月15日とかほかの祭日に
日の丸を出せって言って．
高橋：それは国が言うんですか？
小平：国が言ってくるわけですよ．文部省から指
令がきて，事務部としては出さざるを得ない．国
立の機関ですからね．それで僕のところに聞きに
くるから，一応出せって言って出す．でも8時半
くらいになって組合の役員が出勤してくると，降
ろしちゃうわけですよ．それじゃあしばらく様子
見てようと．で1時間くらいしたらまた事務長と
相談して出すわけですよ．するとまた組合員が降
ろしてですね．そんなことをもう2度くらいやっ
て，もうそのままにしとけって言ってもう出さな
かったんですけどね．
高橋：それはイデオロギッシュなものなんですか
ね．別に待遇がどうとかっていうことではなく．
小平：僕が台長のときは今と戦後との間くらいだ
から，もうインターコンとか国際共産主義の勢
いっていうのはなくなってきてたんですよね．
1990年代にもうソ連が崩壊しましたからね．だ
けどそれまでの組合のイデオロギー的な，共産主
義対民主主義っていうような構図っていう流れを
まだずうっと汲んでたんでしょう．要するに天皇
制とか権威主義に反対するっていうことですね．
高橋：組合には，研究者もたくさん入ってたんで
すか？
小平：ええとねえ，研究者は少なかったと思いま
すね．助手の人とかね，助手でも技術系の助手っ
ていうか，まあそういう人たちは入っていました
けれど．
高橋：古在さんは結構珍しかったわけですね．
小平：古在さんはもっと前のジェネレーションで
すから，要するに天文台がまだ現業職場みたい
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だったわけで，大学の先生は研究者なんだけど，
天文台の先生っていうのはまあ現業の職員なわけ
ですよね．そういう意味では古在さんは組合員
だったんだと思いますよね．たぶん台長になるま
で組合員でいたんじゃないでしょうかね．
高橋：じゃあ大きな要求っていうのは技官の処遇
を何とかしてほしいっていうのぐらいですか．
小平：そうでしたね．組合闘争っていうのもその
頃の組織率もずっともう下がってましたからね．

●VERAとかぐや

高橋： VERAの話が出てきましたけど，水沢が
VLBIをやるっていうふうになったのは，いつ頃
なんですか？
小平：それは結構早かったです．水沢の緯度観測
所が東京天文台と一緒に国立天文台になって，ま
あ水沢から国立研究所の看板を受け取るわけです
よね．水沢は国立天文台の観測センターの1つに
なるわけですから．古在さんが台長のときもそう
でしたけど，そのときにやっぱり水沢の職員を首
にするわけにはいかない．ほとんどがそのまま残
るわけで，その人たちが研究者として面白いと思
う仕事を作らなきゃいけない．だから国立天文台
になって三鷹はメインとしてハワイのすばる望遠
鏡をやるけれども，水沢も国立天文台の中の観測
センターになったのを機に何かそれなりのプロ
ジェクトをやらなくちゃいけないというのは古在
さんもそう思ってたわけです．それで結局地上で
はVERAをやる，超長基線の干渉計のベース局
になると．それからもう1つは月周回衛星かぐ
や，その2つが水沢の主な仕事として新しく取り
組むってことで水沢の人たちも納得したわけで
す．そのために野辺山から移った人もいるし，そ
れはそれで予算取りとかをしたわけですね．月周
回のほうは宇宙研の予算で，地上局のほうはそん
なに大きなアンテナではないわけでね．それは当
時あった特別施設費っていうのかな，補正予算み
たいなものでつくことになって．

高橋：じゃあ水沢がそういうのをやるっていうの
は，古在さんの時代に決まってたんですか？
小平：大学共同利用機関になるころには内々には
決まってたような気がしますね．笹尾（哲夫）君
あたりがメインになってやってたっけな．VERA
なんかは森本（雅樹）さんがね，こういうのを
やったらいいってずいぶん言ってましたね．
高橋： 小平さんの時代はVERAが建設されるっ
ていう時代ですか？
小平： VERAの予算がついたのかな，うん．
高橋：完成したのは海部さんが台長になってから
ですね．
小平：水沢局と小笠原，それから鹿児島のアンテ
ナはね，割合早く予算がついたんだと思いますよ
（1999年）．それからあれを4局にするのに石垣島
に1つだね．
高橋： VERAの予算要求は特に問題なかったんで
すか？
小平：うーん，どうでしょう，欲をいえばそりゃ
あいろいろもっと欲しかったでしょうけれども，
ほどほどに年次計画でついていったような，そん
な感じですね．文部省も水沢をどうにかしたい，
要するに国立で持ってたものを消したくはないっ
て，そういう気分だったから．
高橋：水沢にはもともとそんなに天文と関係ない
人もいたわけですよね．地球科学というか．
小平： 天文と関係ないっていえばないんだけれ
ど，日本の天文の発祥の地ですから．だから天文
自身がもともとは測地学っていうか，地図を作っ
たり時刻を決めたりするためのものだったわけ
で，水沢に緯度観測所ができたときに東大の天文
の最初のころの学生さん，数少ない卒業生の1人
の木村栄さんを水沢に張りつけたわけです．そも
そも東大の天文っていうのは，日本の大学の天文
としては最初なんだけど，それが生まれる前は江
戸の天文方ですから，暦編纂と地図作りっていう
のが天文の基本だったわけですよ．そこから天体
力学，それから測地学になって，天体力学の流れ

シリーズ：天文学者たちの昭和



 天文月報　2022年 8月530

で古在さんなんかの小惑星軌道だとかそういうの
が出てきて，京都の宇宙物理の流れとはだいぶ違
うわけですよね．だから古在さんなんかにしてみ
ると，水沢が天文と縁が薄いとは全然感じなかっ
たと思うんですよ．自分の母体みたいな気持ち
だったろうという気がします．僕なんかもはじめ
から講義では天体力学だとか測地学とか聴いたけ
れども，結局はドイツのウンゼルト先生のところ
で天体物理，物理から入って天文ですからね．だ
いぶ違うように思ったけれど，いろいろ歴史をた
どってみると，やっぱり日本の天文学の1つの源
流っていうのは水沢にあったっていう気はします
ね．
高橋：なるほど，確かに歴史的にはそうですね．
その緯度観測所で働いてた人たちが，国立天文台
になってVERAとかかぐやに関わっていくわけ
ですね？
小平： そうですね，ええ．だからそのころには
ね，水沢では緯度観測とかやっていましたけど，
もう原子時計の時代ですから，時刻決定のために
原子時計をキャリブレートする天文観測というの
は電波観測でやってたわけです．うるう秒を入れ
るか入れないかとかね．だから水沢の人たちも電
波観測には割と親しみがあって，光のほうではも
う子午環だとか子午儀だとか光で位置を決めるっ
ていうのはもうちょっと時代遅れになってました
からね．だからまあVERAには入りやすかった
んじゃないでしょうか．スペースの月周回は，全
く新しいものだったわけですけれど．
高橋： VERAは科学的なモチベーションとして
は，銀河系の地図を作るとかそういうことになる
わけですよね．
小平：そうですね．ですけどやはりうんと遠くは
なかなか難しいので，銀河系の地図を作るんだけ
ど，まあ太陽系の周辺の銀河回転みたいなものを
きちんと描き出すというのですよね．それは結構
仕事としては進んで，僕が学振の仕事でボンにい
る間にも，VERAの若い人がVERAの話をしに

ボンのマックスプランク電波天文研究所にきまし
て．VERAの成果で，SiOメーザーを使って結構
遠いところまでその銀河回転の基本数を改定する
話とかをしていましたね．

●ALMA

高橋：小平さんが台長のときはALMAの話はも
うあったんですか？
小平：すばるのあとのポストすばるっていうのの
大きな目玉がそのときはALMAだったんですよ
ね．最初に日本がチリで天文活動してもいいです
かっていうことでチリ政府との協定書を結んだん
ですが，それは僕が台長としてチリに行ってサイ
ンしてきたんです．これは電波の石黒（正人）さ
んあたりがリードしてたわけですけど，ALMA
になる前は，日本は日本でサブミリ波のアレイを
考えてて，アメリカはアメリカ，ヨーロッパは
ヨーロッパでそれぞれ違うアレイを考えてたんで
すね．アメリカとヨーロッパはチリに置くと．ま
あヨーロッパはもともと南天天文台をやっててチ
リはヨーロッパの地盤だった．アメリカはチリか
らまあ近いし，セロトロロに汎米天文台を持って
たりしてたから，ヨーロッパとアメリカが割合近
づいてきて，日本はそれでも独自にやるかどう
かっていう難しい局面があったんですね．
で，日本はハワイのマウナケアの中腹みたいな
ところに並べることも検討したんだけれど，どう
もアメリカとヨーロッパが組んでチリに行きそう
だということになって，急遽日本もチリを使わせ
てもらえる協定を結んだんです．それでも日本は
サブミリであって，アメリカとヨーロッパはまだ
ミリ波時代だという感じだったんですけど，その
うちにアメリカとヨーロッパがもう一緒にやるっ
て方向にどんどん動き出して，日本がちょっと遅
れを取ったんですね．それでまあいろんな会議に
は僕も出て，ワシントンに行って日本の状況報告
をして，ワシントンの連邦政府には天文学的にみ
るとこういう重要なプロジェクトだから予算をつ
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けるべしというようなことを言ってたんだけど，
日本の文部省はなかなか動かなかったんですね．
それで日本は独自にハワイでやるか，アメリカと
ヨーロッパがチリで一緒にやろうとしている計画
に日本が入るかどうかって話になると，やっぱり
これは日本の宇電懇の中でも議論はあったんだと
思うんです．それである時点で海部さんとか石黒
さんあたりの判断で，日本も欧米の中に入って一
緒にやったほうが何かといいんじゃないかってい
う方向になって，それで文部省に話を上げ始めた
んだけど，なんか文部省は首を縦に振らなくて．
高橋：それは小平さんが台長時代ですか？
小平：台長の時にすでにそういう状況でしたね．
だから欧米の代表団が日本にきて，石黒さんと一
緒に文部省に行って説明したりプレッシャーかけ
たりしたんだけれども，文部省はけんもほろろみ
たいな，なかなかうんと言わない．それで外国の
代表団に「こんなことになるんだったら日本にく
るんじゃなかった」みたいなことまで言われた．
高橋：それは日本独自じゃないからってことです
か？
小平：そうですね．あのクラスになると総予算が
非常に大きいんで，国際レベルでないと実現しな
い．日本のサブミリ波アレイもすばると同じかそ
れ以上の予算だったかもしれないですね．それで
日本独自でやるって言うと，「欧米が一緒にやる
のにどうして日本は欧米とやらないのか」と．で
も欧米と一緒にやると言うと，「どうして日本は
独自でやらないのか」みたいなね．文部省がなか
なかはっきりしなくて，それで結局ずいぶん難航
して，僕が台長を辞める時点ではまだそのサブミ
リ波アレイっていうのは目途がついてなかったで
すよね．一応チリにそういうのをやる場合の足掛
かりをつけたり，文部省との予算交渉を始めてま
したけれど．
高橋：じゃあまだ欧米と一緒にやるっていうふう
にはなってなかったわけですね．
小平：なってなかったですね．だからまあお互い

に足は引っ張らないで，お互いのプロジェクトを
褒めあうっていうかね，それぞれが政府から予算
が出るように協力するってスタンスでやってたか
ら，もうワシントン行ったりミュンヘン行ったり
して．日本はこういうのを進めてますよ，お宅の
これも実現するといいですね，みたいな調子で話
しただけです．
海部さんなんかも初めはやっぱり欧米がまだミ
リ波でなんかやるって言ってるけど，日本ではミ
リ波は野辺山でやってるから次にやるならいいと
ころへ置いてサブミリをやるっていう方向性をか
なり早く打ち出してたんです．日本の電波グルー
プっていうのはまだ遠方宇宙を見ようっていうよ
うなところまでは行ってなかったと思うんです
よ．日本は海部さんなんかが独自に星間雲の分子
とかそういうのを専門にやっておられたことも
あって，むしろ野辺山の伝統を継いでたから，星
形成とか星間雲の分子を見たいってことがあって
サブミリテラヘルツ領域に興味があった．でも欧
米の連中は遠方宇宙が見たいっていうことがあっ
て，赤方偏移でどんどん波長が長くなるから
ちょっと短いくらいのミリ波で十分っていうそう
いう感じを持ってたんですね．そこで宇宙論にメ
インのターゲットを置くか，星形成に置くかって
いうサイエンスの違いもあって，少しその辺のス
タンスが違ってた．だから初めは日本は独自の道
を行くという感じが強かったように僕は印象を受
けてますね．最後はミリ波サブミリ波になったけ
れどね．
高橋：それは1990年代の話なわけですね．
小平： 1990年代の終わりごろ，すばるが完成す
るころの話ですね．すばるも今は宇宙論どっぷり
だけども，完成時点ではまだオリオン星雲の写真
を撮ったりね，僕はアンドロメダ星雲をやりまし
たけど，今みたいにhigh zのコスモロジーに突っ
込むっていう，それはやっぱりすばるができて
Hubble Space Telescopeがかなり動いてのもので
すからね．
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高橋：当初は宇宙論的な目的はそんなになかった
わけですね．
小平：まあ宇宙の果てを見るというお題目は掲げ
てて，プレスタディはずいぶんやられましたけれ
ども，実際にこんなにどっぷりになるっていう感
じはなかったですよね．だからまあ日本のサブミ
リ波の計画もそういう意味じゃあ最初は星形成と
いうか，近いところをハイパワーで見るっていう
ね，そういうところに興味があって，だから
ALMAにすんなりとは入らなかったんですね．
日本独自のサイエンスをやるっていう，そういう
立場だったと思うんです．
まあ予算規模が大きいこともあって文部省が二
の足を踏んでるうちに欧米が走り出すっていうん
で，ミリ波・サブミリ波アレイっていうことにし
て，日本がちょっと後追いで入ったんですね．そ
れとすばるをやるときにはともかく日本が海外に
初めて大型の科学施設を作るっていうんで，えら
いハードルが高かったわけですけど，ALMAの
場合はそういう国際機関の中に入ってやるってい
うことのハードルが高かったですよね．いろんな

委員会があるところでいつも石黒さんとか決まっ
た人しか顔を出さないようなね，やっぱりマンパ
ワーとして日本はまだまだでしたね．僕がいたボ
ンのマックスプランクの所長の1人，カール・メ
ンテンなんかはね，「いやあALMAで日本は4分
の1くらいお金を背負ってる．ヨーロッパは全体
の3分の1を背負ってるんだけど，ヨーロッパ主
要6か国で3分の1なんで，ドイツは全体の18分
の1だ」っていうんですよ．それでこれだけ研究
者がいる．日本と同じくらいドイツには研究者が
いるわけですけど，日本は4分の1, ドイツは18
分の1を背負ってる．日本は大変ですねって言う
んですよ．で，その出資額に応じてやっぱり委員
だとかなんか出さないといけないわけですよ．技
術委員会もあればアドミニストレーションの委員
会もあるし，そういうのに出て発言権を獲得して
いかないと，出資に応じたリターンがないわけ
で，だからそれは大変なんです．僕はALMAの
開所式に行きましたけど，日本からは大臣が行っ
たのかな，特別に国としてスピーチをさせても
らったり，ファーストライトっていうかファース

写真2 1997年2月16日，小平氏の還暦祝い．前列中央に小平夫妻，後列左から渡邊，安藤，唐牛，岡村，家，の諸
夫妻（小平桂一氏提供）．
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トリザルトの説明を日本の研究者がやったんです
よね．まあそういうので一応4分の1のプレゼン
スは十分認めてもらえてる状態なんだけど，いざ
観測ということになるとやっぱりマンパワーの問
題があるし．
高橋：じゃあすばるとはまた全然違う苦労がある
わけですね．
小平：そうだと思いますよ．それはねえ，やっぱ
りあれだけの国際組織の中でやりあわないといけ
ないわけですからね．それから何といってもチリ
は日本から遠い，ハワイとは全然違うんでね．ハ
ワイには地元の日系の人たちもいるしね，日本人
も結構遊びで行くところだけど，チリはラテン系
ですからね．文化も違うしなかなか難しい．ヨー
ロッパの西やアメリカからするとチリは近いんで
すよね．アメリカからまっすぐ南に下りてくると
意外に近いところに行くんですよ．ところが日本
はやっぱり離れてるんで大変ですよね．
高橋： ALMAのその本格的な交渉とか計画を立
てるのは，小平さんが辞めてからですか？
小平：僕の後ですね．海部さんと石黒さんかな．
高橋：じゃあ1990年代はまあそういう議論が始
まったくらいなところで．
小平：そうですね．実際の予算取りを各国が始め
て，アメリカのNSFがこれはいい計画でお金を
出すのはやぶさかでないけど一国でそれだけ大き
いものはできないんで，国際共同でやってアメリ
カが半分以下だか3分の1持つっていうんならな
んとかしましょうっていうのがアメリカ連邦政府
の反応だったんです．それでヨーロッパとアメリ
カが近づき始めたんですよね．干渉計ですから
ね，大きくすれば大きいほどいいのは決まってる
わけで，2乗でいきますからね．それに日本は乗
り遅れてしまったんで，石黒さんとかあの辺が余
分な苦労をものすごくしてました．

●台長退任

高橋： 台長は2期まで務めたということですよ

ね？
小平： はい．3年3年で，その当時の規定では1
期が3年なんですけど，着任時に63歳以下って
いうのが条件なのかな．要するにあんまり年寄り
は困るっていうんで，確かそういう条件はついて
たと思うんですよね．
高橋：おいくつでなられたんでしたっけ？
小平： 僕は 2000年 3月の時点ではまだ 63歳，
ちょうど63歳いかなかったと思うんですよね．
37年生まれだから，確かそうだったんですよ．
だからまだ3期目に選ばれる可能性があって，評
議会でも俎上には乗ってたんですけれども，僕は
もう2期やったらなんか台長職っていうのはたく
さんだっていう気分になっていて…．
高橋：ああそうですか．もうすばるもできて，責
任は果たしたと．
小平：まあね，一応責任を果たして，また研究や
りたいしっていうことで，それから体がだいぶ疲
れてたから1年くらい休みたいということもあっ
てですね．ドイツだとかアメリカだとかいろんな
ところに行きたかったし．それで評議会では海部
さんか僕かっていう議論になって，僕を支持して
る人も結構いたようなんですけど，僕はもし推薦
されたら降りますって．
高橋：そうなんですか？
小平：ええ．それでもう…．
高橋：あらかじめ言っておいたわけですか．
小平：ええ．まああまり俎上にも乗らないのに僕
は降りますなんて図々しいから言わなくて，最後
のどうでしょうねえ，この次に最後決めますとい
うくらいまで議論が進んで，それで僕と海部さん
とで最後投票でもするのかなっていう感じになっ
た時点で．
高橋：それは一応わかるんですか，自分が候補に
なっているっていうのは？
小平：それは個人的なルートでいろいろ聞いてく
るわけですよ．推薦する人だって，本人が嫌だっ
ていうのに推薦するわけにいかないから，「推薦
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するけどいいですか」とか．最初は名前を並べて
る段階でシリアスではないですから．それでまあ
いろんな見方があるわけで，そのときはまだ海部
さんがハワイ観測所長をやってましたし，どうい
う形で完成後のすばるにつなげるのがいいのかっ
ていうのはそれはいろんな考え方があると思うん
ですね．国内では僕は台長として文部省とか学術
会議とかいろいろなところにインフルエンシャル
な立場にあったし．
高橋：じゃあ逆に台長の2期目をするときはもう
それは当然のように引き受けたということですか
ね？
小平：それは割合自然に行ったと思いますね．
高橋：それはやっぱりご自身としてもすばるがで
きるまでは見届けないといけないということです
か．
小平：そうですね．1期目，最初に選ばれるとき
は海部君もいたし，自分はすばるに専心するとい
う可能性もありました．台長になるとほかの用が
いろいろあって全体を見なくちゃいけませんか
ら．それから台長になればもう研究者というより
はアドミニストレーターになってしまうんで，迷
いは多少ありましたけど，2期目はもう走ってる
最中ですからね．でも2期やって，2000年の3期

目のときにやるかどうかっていうのはまた1つの
判断のしどころだったんですけれども，まあここ
まできたからいいかって，研究者にちょっと戻り
たいということがあって．
高橋：台長を退任するときに退任式とかそういう
のがあったんですか？
小平： ええ，送別会みたいなのをどこか都内で
もってやってくれてですね．そのときに，あのう
僕はいらないって言ったんだけど，みんながなん
かお餞別っていうのかな，今じゃあんまりそうい
うのないだろうけど，お餞別として皆さん少しず
つお金を出してくださって．そしたらね，それが
190万円かなんかになったんですよ．それでハワ
イのハワイ大学のボート部にアウトリガーカ
ヌー，ハワイ伝統のボートを2艘作るのに寄付し
たんですよね．それはハワイ大学に寄付するけ
ど，すばる観測所の連中と仲良く乗ってくださ
いって言って．僕が乗って，あとは高遠（徳尚）
君あたりが少し乗ったことがあるのかもしれない
けどね，あんまり皆さん乗ってくれなくて．だけ
どボートはまだ今もありますね．だから退任式は
結構盛大にしてくださって，いろんな天文台関係
の皆さんが惜しんでくださいました．
高橋：どんなあいさつをされたんですか？

写真3 ハワイ大学ヒロ校アウトリガーボートクラブの練習風景．このうちの一艘の漕ぎ手に小平夫妻（小平桂一氏
提供）．
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小平： いやあ，なんかあまりおぼえてないです
（笑）．天文台の普段会ってないいろんな人，技官
の人だとかもたくさんきてくださって，まあそう
いう人たちと一言二言話をするのに精いっぱい
で，なんかまとまった挨拶をしたんだろうけど，
覚えてません，ええ．
高橋： それで2000年3月に退任ということです
ね．
小平：ええ，3月末で退任．
高橋：海部さんが次の台長になるときの，なんか
引継ぎみたいなのはあったんですか？
小平：台長引継ぎはねえ，観山さんが企画調整主
幹っていう副台長格で，運営会議の議長みたいな
格好で僕のところへついてたんです．今は副台長
とかっていうんだけど．
高橋：当時は副台長というポジションはなかった
わけですか？
小平：なかったと思いますね．企画調整主幹って
いう主幹があってですね，主幹は光学赤外線研究
系主幹とか電波研究系主幹ってこうついてるわけ
ですけど，まあ組織で言うと部長級でしょうね
え．それで全体的に天文台の面倒を見るために台
長についてるのが企画調整主幹．それを観山さん
が僕のときずうっとやっててくれて，それで海部
さんのときにも引き継いだんです．海部さんはま
あリーダーシップのある方ですから，あんまりつ
べこべ言う必要はないっていうか，ですから引継
ぎらしい引き継ぎって特にしませんでした．普通
ねえ，事務とかなんかだとまあ半日でも引継ぎっ
ていうのをちゃんと設けてやるんですけど，そう
いうのはなかったですね．もうお互いにやってる
ことだいたいわかってたし，観山さんがよく含ん
でたんで．
高橋：そういうことなんですね．では台長を辞め
て，国立天文台も定年ですか？
小平：台長をやっているときにもう定年になって
るわけですよ．1997年に60歳で東大の名誉教授
になって東大を辞めて，天文台の方は天文台長っ

ていうことでいましたけど，台長を辞めた時点で
国立天文台の名誉教授になって，天文台はもう足
を洗ったわけです．それで僕は1年くらいは遊ぶ
つもりで，いや遊ぶっていうか体を休めるつもり
で，1年は何にもしないってことは決めてたんで
す．だけどまあ今から思えばまだ今より20歳も
若かったわけで（笑）．何か研究職に就きたいと
は思ってて，それでまあすばるをやり遂げた後
だったから，いろんなところからいろいろオ
ファーがあったんですね．私立大みたいなところ
からきてくれないかとか，それからあと意外だっ
たのは，JAXAの理事長をやってくれっていうの
があってですね．僕は1年休むことにしてまずハ
ワイに 3か月くらい行ってたんですが，5月に
行った途端に科技庁から人がきて，そのときはも
う科技庁と文部省が一緒になって文科省になって
ましたけど，元科技庁系の人がきて，JAXAの理
事長をやってくれって説得されたんです．結局断
りましたけどね．
高橋：それはどうしてですか？
小平：それはねえ，当時宇宙研は JAXAと一緒に
なろうとしているところで，今の JAXAの気配が
もう見えてたわけですけれど，まだ国が安全保障
に使うっていうふうに明言してなくて，毎年打ち
上げられる大型衛星が2個とかなんかすごく少な
い時代だったんです．それからあの頃打ち上げの
失敗が何度か重なってたと思うんですよ．で，
2003年にいろいろなところが法人化されて，
JAXAも法人化されたんですけど，研究的な仕事
はほとんどないんですね．むしろ予算があって業
者がいてそれで何をやるかってそういう発注業が
主みたいなことがメインだってことを，前から委
員をやったりしてて知ってたんで，天文台長より
もっとプロキュレーターっていうのか，契約係み
たいなことをやらなくちゃいけないし，国の政策
に沿わないといけないわけで．だからまあ日本の
宇宙産業っていうのは難しいときにあったんで
す．今は安全保障の仕事とかね，災害対策とかい
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ろんな仕事を抱え込んできたんで，毎年どのくら
い衛星を打ってるかわかりませんけれども，まあ
まあ仕事として成り立つくらいになってきてると
思うんですよね．その技術を高めながら成長して
いくってところにいってると思うんです．だけど
その頃はなかなか難しい時期だったし，そういう
ことができるのは僕みたいに天文が好きで一生懸
命大きい望遠鏡が欲しいなんていって駆けずり
回った人間じゃなくて，もう少しちゃんとそうい
う大きい組織を動かしてビジネスのできる人がい
いんじゃないかと．僕が断った後，山之内（秀一
郎）さんっていう元の国鉄の人が引き受けたんで
すよね．国鉄時代に新幹線とかやられた方でね．
それから私立大学からもいろいろ声がかかって
きたんだけど，まあともかく1年くらいは休んで
遊びたかったし，逃げて回ってハワイに3か月い
て，できあがったすばるのそばで外から眺めて楽
しんでたな．それからその頃すばるの映像記録を
撮った今泉（文子）さんのグループだとか，
NHKだとかいろいろなところがハワイに取材に
きたのに付き合ったりしてました．それから夏に
イギリスのマンチェスターで国際天文学連合の総
会があったんで，アメリカを経由してマンチェス
ターにしばらくいて，それから秋にはベルリン工
科大学で 3か月客員教授の仕事があったんで，
そっちへ移ったりして1年くらいぶらぶらしてた
んですよね．
で，12月に入ってからだと思うけれど，総研
大の方の評議委員会で学長選考の最終候補に入っ
てますよっていう連絡がきて，それは評議会の中
に各専攻から代表が入ってるわけですね．天文学
専攻には海部さんがいたんだと思うんだけど，そ
ういうところから僕の名前を出して，それが結構
いい線に行ってるからほかのは受けないで待って

てくれみたいな連絡がきてたんです．それでまあ
1月に入ってからだと思いますけど，学長を引き
受けてくれませんかっていう話がきて，まあ総研
大の学長だったらだいぶ暇そうだから（笑），本
当はそうでもないんだろうけど，まあ各大学共同
利用機関が教育をやってるわけですから，学長が
どうこうする範囲っていうのは少ないだろうって
いうんで，アンドロメダの研究もできるわいと
思って，それで引き受けたんです．

 （第11回に続く）
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A Long Interview with Prof. Keiichi 
Kodaira [10]
Keitaro Takahashi
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Abstract: �is is the tenth article of the series of a long 
interview with Prof. Keiichi Kodaira. Up to the last 
time, he talked about the Subaru telescope, from the 
stage of discussion in the community to the construc-
tion and completion. During the term as the Director 
General of the National Astronomical Observatory of 
Japan, in addition to the Subaru, the construction of 
the VERA began and, concerning the ALMA, it was 
an important time to formulate the basic concept and 
explore the path of international cooperation. �is 
time, he talks about these topics as well as the retire-
ment.
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